


































① 明治前期(1868 年~ 1888年)
② 明治後期(1889 年~ 1912年7月)
③ 大正期(1912 年 8 月~ 1926年 12月24日)














































































い出たものの， 人権論の高まりを背景に福岡県は 1890年(明治23年) 1月をもって囚人を


























1910 年(明治 43 年)~ 1912年(明治45年) には雇い入れた数とほほ両数の労働者が退山


































1914年 (大正3年) 7月の第一次世界大戦勃発後， わが国の経済は大戦景気にはいった。
これにともない石炭需要も増大し，九州一種塊炭は 1912年(大正元年)に 7円17銭であった





















1912年(明治45年) 2，203.197 8，285 5，276 13，561 
1913年(大正 2年) 2，224.15 9.142 5，639 14，781 
1914年(大正 3年) 2.114，004 9.158 5，845 15，003 
1915年(大正 4年) 1.704.194 8，939 6.162 15，101 
1916年(大正 5年) 1.867，920 9，610 7，215 16，825 
1917年(大正 6年) 1.965，937 9，738 8，560 18，291 
1918年(大正 7年) 1.840，980 10.117 5，528 15，645 
1919年(大正 8年) 1.929，466 11.804 6，805 18，609 
1920年(大正 9年) 1.884，954 10，569 6，775 17.34 
1921年(大正 10年) 1.631.067 8，814 4，903 13，717 
1922年(大正 1年) 1.778，522 8，975 4，637 13，612 
1923年(大正 12年) 1.902，713 10，999 3，842 14，841 
1924年(大正13年) 1.863，624 11.413 3，895 15，308 
1925年(大正 14年) 1.982，832 10，282 3，966 14，248 
1926年(大正 15年) 2，099，626 8，752 3，630 12，382 
(注)出炭量 1925年は1月から11月， 1926年は12月から11月
(出所) 大牟田市史編集委員会編 『大牟田市史 (中巻) ~ 大牟田市， 1966年， p.613を加筆・訂正
表2 大正期における三池炭鉱の労働者一人あたりの出炭量
年 次 能率(トン) 年 次 能率 (トン)
1912年(明治45年) 162 1920年(大正 9年) 109 
1913年(大正 2年) 150 1921年(大正10年) 119 
1914年(大正 3年) 141 1922年(大正1年) 131 
1915年(大正 4年) 13 1923年(大正12年) 128 
1916年(大正 5年) 111 1924年(大正13年) 122 
1917年(大正 6年) 107 1925年(大正14年) 139 
1918年(大正 7年) 17 1926年(大正15年) 170 
1919年(大正 8年) 104 
(注)労働者一人の一年あたりの出炭量


















































































表3 1932 年~ 1945年の九州出炭高および三池炭鉱出炭高・労働者数の推移
年 度
九州出炭高 ニ池出炭両 ニ池炭鉱労働者数 ニ池炭鉱出炭能率
(千トン) 出炭高(トン) 指数 労働者数 指数 l人l年あたり能率(トン)
1932年(昭和 7年) 17.990 1.893.919 100 5.448 100 348 
1933年(昭和 8年) 20.841 2.239.524 18 6.949 128 322 
1934年(昭和 9年) 22.988 2.379.305 126 7.412 136 321 
1935年(昭和 10年) 24.160 2.521.886 133 8.423 155 299 
1936年(昭和 1年) 26.650 2.444.830 129 9.250 170 264 
1937年(昭和 12年) 28.474 2.940.350 155 10.818 199 272 
1938年(昭和 13年) 29.754 3.163.471 167 12.325 226 257 
1939年(昭和 14年) 31.011 3.410.436 180 15.890 292 215 
1940年(昭和 15年) 33.055 3.771.037 199 18.887 347 200 
1941年(昭和 16年) 31.862 3.757.301 198 19.751 363 190 
1942年(昭和 17年) 30.543 3.536.861 187 19.070 350 185 
1943年(昭和 18年) 31.295 3.779.384 200 18.966 348 199 
1944年(昭和 19年) 27.531 4.030.184 213 23.598 433 171 









































されたのは 1942年(昭和 17年)のことであり， 三池移住から 32年を経過してのことだった。
③ 朝鮮人 ・中国人 ・連合軍捕虜
1939年(昭和 14年)の国民徴用令によって朝鮮人の集団連行がはじまり，三池炭鉱では
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〔付記〕
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す。ありがとうございました。
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